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⼩児期のスーパー抗原に対する免疫応答能の成熟過程とそれによる疾患の病態を研究するため、(1)臍帯⾎リンパ球のスーパー抗原に対す反応性と、(2)ブドウ球菌
の産⽣する外毒素であるエンドトキシンやTSST-1により惹起されるToxic shock syndrome(TSS)における種々サイトカイン産⽣動態を検討した。 
新⽣児リンパ球のstaphylococcal enterotoxin B(SEB)にたいする増殖反応は成⼈と⽐較しても亢進しており、IL-2産⽣能も増加していた。さらに、PHA刺激では
IFN-γ産⽣は全くみられないが、SEB刺激では有意に産⽣した。急性⾻髄性⽩⾎病の治療中に発症したTSSでは早期に⾎中にIFN-γ,TNF-α,IL-1β,IL-6などの炎症性
サイトカインの急激な著増を明かにした。経過中TCR Vβレパートリーの特異的な増加はみられなかったが、外毒素がスーパー抗原としてT細胞を刺激しサイトカイ
ンの産⽣を誘導し、TSSにみられる特異的な多臓器傷害を惹起すると考えられた。TSSにおける⾎中サイトカインの詳細な報告はこれまでされておらず、我々の観
察はTSSの病態を理解する上で重要である。以上の研究結果は⼩児期の特異的なスーパー抗原に対する反応性が、この時期に観察されるスーパー抗原におよる疾患
の病態形成に深く関与していると考えられた。
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